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滝
瀬
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た

　

令
和
四
年
一
一
月
よ
り
、
滝
瀬
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

滝
瀬
遺
跡
は
設
楽
町
八
橋
字
タ
キ
セ
に
所
在
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
一
五
年
度
、

二
〇
一
六
年
度
、
二
〇
一
八
年
度
に
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年

度
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
草
創
期
〜
早
期
の
竪
穴
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
が
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。

　

今
回
は
、
こ
の
二
〇
一
八
年
度
か
ら
四
年
ぶ
り
の
発
掘
調
査
と
な
り
ま
す
。
周
辺
で

は
ダ
ム
工
事
に
伴
う
関
連
工
事
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
写
真
を
見

返
す
と
、
周
辺
の
景
色
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
区
は
、
滝
瀬
遺
跡
の
中
で
も
境
川
沿
い
の
最
も
下
流
側
、
か
つ
川

沿
い
の
２
０
２
２
区
（
図
一
）
で
す
。
調
査
区
の
標
高
も
低
く
（
四
一
八
ｍ
）、
先
述

の
２
０
１
８
Ｂ
区
で
縄
文
時
代
草
創
期
〜
早
期
の
竪
穴
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
地
点

（
四
三
七
ｍ
）
と
は
、
約
二
〇
ｍ
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
道
設
楽
根
羽
線
に
近
い
部
分
の
遺
構
を
検
出
中
で
、
石
器
や
土
器
が
出

土
し
は
じ
め
ま
し
た
。
や
は
り
調
査
区
の
中
で
も
道
路
側
か
ら
川
側
に
向
か
っ
て
下
る

傾
斜
が
あ
り
（
図
二
）、
全
体
の
傾
斜
は
北
東
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
下
っ
て
い
ま
す
。

現
在
出
土
し
て
い
る
石
器
や
土
器
も
標
高
の
高
い
北
東
の
斜
面
か
ら
流
れ
て
き
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
の
進
展
に
伴
い
、
今
後
も
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
恵
介
）

図１　滝瀬遺跡の各年度調査区の位置（S=1/3000）

大
畑
遺
跡
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た

　

大
畑
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
一
〇
月
中
旬
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
大
畑
遺
跡
は

二
〇
一
七
年
に
一
度
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
竪
穴
建
物
跡
や
陥
と
し
穴
等
の
遺
構
が

調
査
さ
れ
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期
（
四
、五
〇
〇
〜
三
、五
〇
〇
年
前
）
が
主

体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
前
回
調
査
し
た
調
査
区
か
ら
北
東
に
延
長
さ

れ
た
箇
所
を
２
２
Ａ
区
、
前
回
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
鉄
塔
の
跡
地
を
２
２
Ｂ
区
と
し

て
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
図
一
一
）。
前
回
の
調
査
の
続
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

縄
文
時
代
中
期
後
半
〜
後
期
ご
ろ
の
遺
構
・
遺
物
の
発
見
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

２
２
Ｂ
区
の
調
査
が
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
で
す
が
成
果
を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
２
Ｂ
区
で
は
貯
蔵
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
（
図
一
二
）。
大
き
さ
は
長
径
約
二
m
、

深
さ
約
一
m
あ
り
、
何
度
か
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初
頭
頃
の
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
（
図

一
三
）。
谷
の
斜
面
地
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
斜
面
の
上
に
あ
る
平
地
部
分
に
古
い
段
階

の
遺
構
・
遺
物
が
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
本
有
弥
）

図 12　大型の貯蔵穴

図 11 大畑遺跡全体図　【1/2,000】

図 13　遺物出土状況図２　2022 年度発掘調査の様子 　



町道
境川

県道

Ｎ2020 年 調査区

2021 年 調査区

2022 年 調査予定区
22A区

22B 区

22C 区

22B 区
遺構集中
地点

20B 区

20A 区

21A 区  

21C 区  

21B 区  

0 10m

(S ＝ 1/300)

竪穴建物跡
4161SI

竪穴建物跡
4251SI

竪穴建物跡である遺構

竪穴建物跡の可能性がある遺構

中世の竪穴状遺構
4202SI

Ｎ

23

設楽発掘通信 No.75設楽発掘通信 No.75

下
延
坂
遺
跡
の
発
掘
調
査

　

下
延
坂
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
前
回
の
報
告
か
ら
大
き
く
進
展
し
、
一
一
月
ま
で
に

2‌

2‌
A
区
全
体
の
調
査
と
、
2‌

2‌

B
区
の
一
部
の
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
（
図
三
）。

そ
の
成
果
の
一
部
は
一
〇
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
下
延
坂
遺
跡
の
地
元
説
明
会
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
四
）。
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、
一
一
月
二
四
日
に
は
遺
跡
の
空
中
撮
影
を

行
い
、
２
２
Ｂ
区
一
面
の
撮
影
が
で
き
ま
し
た
（
図
五
）。

　

遺
跡
の
北
東
端
で
あ
る
2‌
2‌
A
区
の
調
査
で
は
当
初
出
土
遺
物
か
ら
弥
生
時
代
の

遺
構
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
2‌

2‌

A
区
の
大
部
分
が
棚
田
の

造
成
で
削
平
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
弥
生
時
代
以
前
の
遺
構
・
遺
物
は
な
い

も
の
の
、
中
世
の
生
活
面
は
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
六
）。
一
方
、
２
２
Ｂ
区
で
は
狭

い
範
囲
に
様
々
な
時
期
の
遺
構
が
集
中
し
て
数
多
く
出
土
す
る
２
２
Ｂ
区
北
側
と（
図

七
・
八
）、
遺
物
を
伴
う
中
世
の
耕
作
域
が
広
が
る
２
２
Ｂ
区
南
側
で
は
様
相
が
異
な

り
ま
す
。

　

2‌

2‌

B
区
北
側
で
は
、
縄
文
時
代
後
・
晩
期
（
図
九
・
一
〇
）
か
ら
中
世
の
半
ば
ま

で
と
幅
広
い
時
代
の
遺
構
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
遺
構
は
現
在
残
る
調
査
面
ま
で
最
近
の
造
成
工
事
で
削

平
さ
れ
た
た
め
、
中
世
の
竪
穴
状
遺
構
や
包
含
層
な
ど
わ
ず
か
な
も
の
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
方
、
縄
文
時
代
後
・
晩
期
の
遺
構
は
残
り
が
よ
く
、
竪
穴
建
物
跡
と

思
わ
れ
る
遺
構
が
３
基
以
上
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

2‌

2‌

B
区
の
南
側
は
当
初
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
土
器
片
等
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

当
初
は
そ
の
時
代
の
遺
構
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、

山
茶
碗
な
ど
中
世
の
遺
物
が
出
土
し
は
じ
め
、
最
終
的
に
は
畑
と
思
わ
れ
る
畝
状
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
中
世
の
耕
作
域
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
縄
文
時

代
中
期
の
土
器
片
は
耕
作
の
中
で
混
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図

一
一
）。

　

今
後
の
調
査
の
予
定
と
し
て
は
2‌

2‌

B
区
全
体
の
下
層
の
調
査
と
、
2‌

2‌

C
区
の

調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
報
告
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
渡
邉　

峻
）

図３ 　下延坂遺跡全体図

図４　下延坂遺跡地元説明会 様子

図５　下延坂遺跡空中撮影（北東より）

図６ 　下延坂遺跡 22A 区完掘状況（南東より）

図７ 　下延坂遺跡 22B 区遺構集中地点

図９ 　下延坂遺跡 22B 区 竪穴建物跡 4161SI（東より）

図８　下延坂遺跡 22B 区遺構集中地点 空撮（北より）図 10 　下延坂遺跡 22B 区 竪穴建物跡 4251SI（東より）

図 11　下延坂遺跡 22B 区 南側完掘状況（北より）
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い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
前
回
調
査
し
た
調
査
区
か
ら
北
東
に
延
長
さ

れ
た
箇
所
を
２
２
Ａ
区
、
前
回
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
鉄
塔
の
跡
地
を
２
２
Ｂ
区
と
し

て
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
図
一
一
）。
前
回
の
調
査
の
続
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

縄
文
時
代
中
期
後
半
〜
後
期
ご
ろ
の
遺
構
・
遺
物
の
発
見
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

２
２
Ｂ
区
の
調
査
が
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
で
す
が
成
果
を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
２
Ｂ
区
で
は
貯
蔵
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
（
図
一
二
）。
大
き
さ
は
長
径
約
二
m
、

深
さ
約
一
m
あ
り
、
何
度
か
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初
頭
頃
の
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
（
図

一
三
）。
谷
の
斜
面
地
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
斜
面
の
上
に
あ
る
平
地
部
分
に
古
い
段
階

の
遺
構
・
遺
物
が
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
本
有
弥
）

図 12　大型の貯蔵穴

図 11 大畑遺跡全体図　【1/2,000】

図 13　遺物出土状況図２　2022 年度発掘調査の様子 　




